A Study of Curiosity in Young Children(Ⅰ) by 進野 智子
幼児の好奇心に関する研究(Ⅰ)
進　　野　　智　　子






























































































































































総得点 105 112 66 14 33 329 49 3 2 0 54 384
全
平　均 7 7．47 4．4 0．93 2．2 21．93 3．27 0．2 0．13 0 3．60 25．6
児
標準偏差 6．2906 6．4128 4．1713 1．6676 2．7568 10．2502 5．9817 0．5606 0．3519 0 6．4232 13．5583
総得点 29 34 53 5 9 130 26 1 2 0 29 159
男
平　均 4．14 4．86 7．57 0．71 1．29 18．57 3．71 0．14 0．29 0 4．14 22．71
児
標準偏差 4．2984 3．1848 3．3594 1．4960 12536 5．9121 2．4300 0．3780 0．4880 0 2．1157 6．9932
総得点 76 78 13 9 24 199 23 2 0 0 25 224
女
平　均 9．5 9．75 1．63 1．13 3 24．88 2．88 0．25 0 0 3．13 28．00
児
標準偏差 6．9282 7．7965 2．5036 1．8851 3．5051 12．6088 8．1317 0．7071 0 0 8．8388 17．6103
　表3，表4，表5は，各下位カテゴリー間の相関を示す。表中において，※・印は1％
水準で，※印は5％水準で有意なことを，○印は10％水準で傾向のあることを示す。なお，
各下位カテゴリー間の相関を求めるに当り，言語化の得点に関しては，殆んどが箱に関す
る質問やコメントであったため，言語化全得点をもって一つのカテゴリーとし，言語化の
表3　全児における各下位カテゴリー問の相関
2　　　　　3　　　　　4　　　　　5
1．操作的探索 ．457。　　　　一．299　　　　　　一．140　　　　　　．251
2．触覚的探索 一．424。　　　　　一．247　　　　　一．067
3．視覚的探索 一．125　　　．401
4．被験者の動き ．263
5．言　語　化
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名下位カテゴリー間の相関は求めなかった。
　全町においては，操作的探索と触覚的探索間に10％水準で有意な相関の傾向がみられ，
触覚的探索と視覚的探索間に10％水準で有意な逆相関の傾向がみられた。
　男・女児間の相関においては，両群とも，触覚的探索と視覚的探索間に逆相関がみられ
た。とくに，男児においては，1％水準で有意な逆相関がみられた。男児の場合には，操
作的探索と言語化間にかなりの相関がみられた。男児の言語化は，穴から見えたものに対
しての質問やコメントが度々なされた。これは，親近性のある情報と新奇性のある情報を
表4　男児における各下位カテゴリー間の相関
2　　　　　3　　　　　4　　　　　5
1．操作的探索 ．379　　　　　一．237　　　　　　一．194　　　　　　．456
2．触覚的探索 一．848米米　　　　　．346　　　　　一．318
3．視覚的探索 ．034　　　．432
4．被験者の動き 一．206
5．言　語　化
表5　女児における各下位カテゴリー間の相関
2　　　　3　　　　4　　　　5
1．操作的探索 ．393　　　　　　　．243　　　　　一．365　　　　　．321
2．触覚的探索 一．181　　　　　一．459　　　　一．024
3．視覚的探索 ．277　　．706来
4．被験者の動き ．346
5．言　語　化
呈示し幼児の操作活動を観察した結果，幼児は新奇性のある情報に対してより言語化を行
なうという飯島（1977，1976）の研究とも一致するものである。女児の場合には，被験児
の動きと触覚的探索間にかなりの逆相関がみられたが，これは女児が身体的な移動をあま
りせずにあれこれと表面的な探索をしたことの反映と考えられる。視覚的探索と言語化の
間には，男・女児群ともかなりの相関がみられ，女児においては5％水準で有意な相関が
みられた。
　行動目録法によってBantaの好奇心箱を用い幼児の探索行動を観察した結果，男児の場
合は，言語化を伴う視覚的探索が行なわれ，女児は殆んど無言のまま，触覚的探索や操作
的探索をすることが明らかにされた。本実験は行動目録法により30秒間を一単位として，
その間の行動をチェックする方法で記録をとったために，落ち着きのない表面的な探索を
行なう拡散的好奇心による行動が高得点を得，特殊的好奇心（飯島（1979）のいう集中型
の方が妥当な表現かも知れない）行動の場合は1つの活動に集中するため，かえって低得
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点になるという結果になった。拡散的好奇心と特殊的好奇心を同じウエイトで表現できる
ような記録法ひいては観察分析法の再検討が今後の課題として残される。さらに本研究は
好奇心箱の第一回の観察行動についての分析しか行なえなかった。この好奇心箱の観察に
関して安定性係数を得ることも今後の研究課題としていきたい。
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